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１．はじめに 

人と防災未来センター（DRI）では、自治体の防災担当職員を対象とした災害対策専門研修を

実施しており、2 日から 4 日にわたる講義と演習を組み合わせたカリキュラムとなっている。講

義については、様々な分野の専門家による講義が実施され、演習については外部講師によるもの

と、DRI の研究員によるものがある。 

このうち DRI 研究員による演習については各年の担当者の裁量に委ねられているため、これま

で各コースでの演習内容に重複があるなど、各コースの目的と演習内容との整合性について十分

に検討されていなかった。DRI の研修カリキュラムは、全てのコースを受講することが前提とな

っているため、同じ演習とならないよう配慮が求められる。 

本稿は、DRI を始めとする様々な機関で、今後実施する自治体職員向け演習プログラムの企画

に役立てることを目的として、上記の問題意識の下、著者が担当したエキスパート A コース、及

びアドバンストコースで実施した演習の内容、意図を整理したものである。 

 

表１ DRI の災害対策専門研修における演習プログラムの概要 

コース 名称 講師・進行役 概要・目的 

ベ ー シ

ック 

センター展示施設見

学ワークショップ 

DRI 研究員 災害発生時に人びとが直面する生活上の課題を具体的

にイメージする。 

大規模災害における

行政の対応の実態 

DRI 研究員 

被災自治体職員 

震災発生直後の対応状況と出てきた課題を学ぶ 

討論を通じて災害発生後に対応しなければならない課

題と対応の考え方の理解を深める 

全体討論会 DRI 研究員 参加者の意見交換から、災害対応における姿勢を学ぶ 

エ キ ス

パ ー ト

A 

市民社会ワークショ

ップ 

立木茂雄（同志社

大学教授）、 

平野昌（ﾊﾛｰﾎﾞﾗﾝﾃ

ｨｱ･ﾈｯﾄﾜｰｸみえ） 

災害時の被災社会の対応において、ボランティアの果た

す役割、市民の力の特徴と行政との関係のあり方につい

て理解を深める 

災害対応演習、災害事

例 WS 

DRI 研究員 危機発生時の具体的な課題をもとに、災害対応の考え方

について学ぶ 

災害対応に関わるワークショップを行い、研修で得た知

識を実践に活かす方法を考える 

都市の復興概論＋復

興まちあるき 

小林郁雄（神戸山

手大学教授） 

阪神・淡路大震災の被災地を歩きながら、復興過程と

様々な取り組みを学ぶ 

エ キ ス

パ ー ト

B 

ゲーミング手法を活

用した防災・減災ワー

クショップ 

矢守克也（京都大

学教授） 

 

阪神・淡路大震災の事例を踏まえつつ、災害時の対応イ

メージを豊かにすることの重要性とその方法について、

ゲーミング手法を活用して学ぶ 

災害対策本部の空間

構成設計演習 

牧紀男（京都大学

准教授） 

元谷豊（サイエン

スクラフト） 

災害対策本部のレイアウトの重要性、また適切な 

レイアウトについて、演習を交えて理解する 

ア ド バ

ンスト 

災害対応検討ワーク

ショップ 

室崎益輝（関西学

院大学教授）DRI

研究員 

災害発生後の限られた情報の中で状況を推測し、対応方

針、施策を検討する考え方を演習を通じて深める。 

（人と防災未来センター研修カリキュラムより作成） 

 

 



２．災害対策専門研修における演習プログラムの概要 

災害対策専門研修での演習等のプログラムとして、表１のものがある。このうち、人と防災未

来センターの研究員が担当する演習は、トップフォーラムで実施する目標管理型演習 1)の内容を

準用する場合があり、内容が重複する場合があった。これらを改善するため、著者が担当となっ

た 2010 年にエキスパート A コース「災害事例ワークショップ」の、2012 年にアドバンストコー

ス「災害対応検討ワークショップ」の演習内容の見直しを行った。 

 

３．エキスパート A コースにおける「災害事例ワークショップ」 

大きく変更した点は、トップフォーラム型の演習（震災３日目を想定した目標管理型演習）の

前に、「地震当日～翌日までの状況と問題」という班でのディスカッションの時間を設けたことで

ある。 

ここでは、内陸部の人口 10 万人の市で地震が発生し、受講者は災害対策本部の事務局長という

想定とした(1)。エキスパート A で実施されている講義の内容を参考にしながら、地震直後～翌日

までの対応を考えるための質問を問いかけた。各班は５～６名程度であり、質問ごとに各班のな

かで「事務局長」の名札を時計回りで回していき、事務局長の名札のある受講者が進行役となっ

て、班のなかで話し合いを行う。そして話し合った内容は、演習時間を短縮するため、各質問に

つき一つの班だけから発表する形式とした。 

 

表２ エキスパート A「災害事例ワークショップ」で追加した質問 

質問内容 狙い 

■地震が発生 

Ａ市で、夏休みに入ったばかりの週末７月２５日（日）午後１４時００分、Ｍ７．２、震度７の

地震が発生した。 あなたは、自宅にて被災。同居している高齢の母親が負傷。（自宅は

あなたと、母親だけ）外出中の奥さんとも、連絡がとれない。近所の人は、必死で生き埋

めとなった人を救助している。防災担当者として、どう行動しますか？ 

家族が負傷すると、登庁が

困難であり、家族の安否確

認や、自宅・地域の防災対

策の重要性に気付く。 

■何とか登庁 

母親もだんだん意識がしっかりし、ケガも軽傷だと判明。徒歩にて、すぐに登庁することが

できた。登庁している人はごく少なく、幹部クラスでは一番乗り。庁舎の外壁にヒビが入っ

ている。内部は停電している模様。宿直者によれば、市長にまだ連絡がつかない状況で

ある。防災局長として、どう動きますか？ 

庁舎の安全確認や、停電

で庁内が使えない場合など

の状況をイメージする。 

■市長が到着 

連絡がつかなかった市長が、直接徒歩で登庁。（電話が使えなかった） 

いきなり、市長から 「被害の状況は？」 「まず何をすればいい？」 防災担当者として、

どう答えますか？ 

トップをサポートすることが

出来るよう、トップの役割に

ついてイメージする。 

■断片情報からの推測 

ラジオでは、「A 市にて、震度計が震度６弱を記録」とニュースが流れる。遠方からの登庁

者は、口々に、「建物が倒壊している」、「阪神・淡路大震災以上だ」と報告する。数カ所

で火の手もあがっている。県やマスコミから、問い合わせの電話が入っている。 

どのように回答しますか？またどのように情報を集めますか？ 

マスコミの向こう側に被災

者がいることをイメージし、

伝えるべき情報を考える。 

■第１回災害対策本部会議 

建物の安全性が分からないので、屋外にて、立ったまま、第１回の本部会議を開く。集ま

っている本部員（幹部）は、半数程度。会議前に、市長から 

 「私は、本部会議で何を言えばいいんだ」 

と尋ねられる。なんと返答しますか？ 

災害対策本部会議での議

題について、事前に考えて

おくことが重要だと気付く。 

■自衛隊への応援の要請 

職員は集まらない。被害は、どう考えても甚大で、外部応援が不可欠であると判断。 

市庁舎に入れず、県とは連絡が取れない。自衛隊にどう応援要請をしますか？ 

孤立した集落に、大型ヘリでの物資輸送を自衛隊に依頼。留意すべき事項は？ 

市長から、「自衛隊に炊き出しを頼んだら、金はいるのか？」と尋ねられる。どう回答しま

すか？ 

自衛隊の要請は、詳細被

害が分からない段階で、市

から直接連絡する場合もあ

り得ることを知る。 



■お金の心配 

ライフラインがストップし、お弁当が必要な被災者数は、人口の半分以上となりそう。今

後、仮設住宅の建設なども必要だし、市の施設や道路にも甚大な被害。市長から、 

 「うちの財政で、こんなに災害対策に費用がかかって大丈夫だろうか」 

 と相談を受ける。なんと回答しますか？ 

災害救助法では、４号認定

や特例などの措置があり、

財源を心配して災害対応を

手控えることがないよう留意

する。 

■マスコミ 

マスコミが押しかけてくる。市職員よりも、被災現場について、はるかに情報を持ってい

る。どんどん事務スペースに入り込んでくるが、追い出すだけの人手もない。 

「被害はどれだけだ」、「資料を出せ」、「本部会議に入れろ」と要求。 

事務局長として、どう対応しますか？ 

マスコミが災害対応を妨げ

る場合があることを知り、取

材対応の明確な方針が重

要であることに気付く。 

■国の調査団 

深夜に、防災担当大臣をトップとする。国現地調査団が到着との連絡。何を要請します

か？ 現地調査団の一部が残って、市役所の会議室に、現地連絡室を開設する。 

Ｆａｘ、ＰＣ、コピー機の設置を要求。市にとっては、想定外で大きな負担。国の現地連絡

室を、どう活用しますか？ 

国は現地連絡対策室を、

市町村の庁舎内に設置す

る場合が増えていることを

知り、その対応業務が発生

することに気づく。 

 

４．アドバンストコースにおける「災害対応検討ワークショップ」 

アドバンストコースでは、従来、トップフォーラム型の演習（震災３日目を想定した目標管理

型演習）を実施していた。しかしアドバンストコースでは、危機管理監・防災監という幹部クラ

スの受講生が多く、首長よりも防災・危機管理の具体的な状況をイメージし、専門的な判断が求

められる。災害対応では、正解を探すというよりも、正解のない状況で判断を下さなければなら

ないという難しさがある。 

そこで、過去の災害事例を活かしたクロスロード(2)（登録商標）形式の問題を出して、災害発

生直後の状況をイメージし、ディスカッションすることとした。さらにその後、災害対策本部会

議の議題を考える演習を追加した。災害対策本部会議の運営は、防災幹部職の重要な業務である。

そこで参加者である防災監・危機管理監が、互いに具体的な災害対応の内容や意思決定の難しさ

について意見交換を行い、特に災害対応経験の少ない参加者のレベルアップにつなげることを目

標とした。 

 

表３ クロスロード(2)形式の問題 

現在、午後７時。 

台風の進路からは離れているが、台風の影響で、夕方から雨が強まり、一部の道路が冠水している。今後も、雨は降り

続ける予報。この 20年、河川が氾濫したことはないが、低地の住宅地に避難勧告を出す？ 

避難勧告を出したところ、マスコミから、15 分おきに、「対象世帯数を知らせろ」、「その後の対応状況は」と確認の電話

が入る。市民からの問い合わせも多く、対応しきれない。マスコミからの電話に対応する？ 

最大震度６強の地震が発生。 

日ごろから地域で活動している市民団体から、「要援護者の安否確認のため、連絡先を教えてほしい、民生委員は協

力してくれない」との要望があった。連絡先を教える？ 

首長が海外出張中に、地震が発生。 

最大震度５強で、人的な被害はなく、建物被害も軽微。避難所には、人口の 5％程度の方が避難してきている。 

首長に、「すぐに帰国すべき」と進言すべき？ それとも自分で対応する？ 

 

表４ 「被災を想定し、災害対策本部会議を運営する」演習ルール 

皆さんは、人口１０万人の A 市の防災監です。 

A 市は、工業団地の製造業と、隣接する B 市のベッドタウンとして発展してきました。高齢化率は、３０％を超

えています。 

災害対策本部会議の運営に備えて、実施すべき対応、首長に進言すべき内容を、各テーブルごとに考えていただ

きます 

その後、各テーブル毎に考えた内容を発表していただき、意見交換を行います。 

 



表５ 災害対策本部会議の開催準備作業についての意見交換 

想定 考えていただきたい事項 参考資料（回答案） 

■阪神・淡路大震

災相当の内陸直下

型地震が発生した

30 分後（午前６時３

０分） 

■市長が到着次

第、今後の対応に

ついて、レクを行う

予定。 

取り組むべき重要事項は？ 

  （何が問題か、当面の目

標は何か） 

第１回本部会議の議題は？ 

第２回本部会議（本日夕方）

までに、各部に指示すべきこ

とは？ 

市長として、実施してもらう事

項は？ 

震度７→膨大な被害が発生する非常事態。 

本部設置場所の決定、人員・電源確保 

二次被害防災、工業地帯の安全 

避難所運営・人命救助・応援要請 

情報把握・ヘリ映像の入手 

職員の安否確認 

道路啓開、要援護者、物資 

記者会見、国・県への要望、救助法「金の心配はいらない」 

等 

■阪神・淡路大震

災相当の内陸直下

型地震が発生した

地震９時間後（午後

１５時００分） 

■１７時の第２回災

害対策本部会議の

準備 

（※演習では、時間

不足で、この意見

交換は実施せず） 

判明した事実から、何が重要

課題と考えられるのか 

  （何が問題か、当面の目

標は何か） 

第２回災害対策本部の議題

は 

第３回本部会議（明朝）まで

に、各部に指示すべきことは 

市長にお願いすべき事項は 

＜新潟県中越沖地震・柏崎市の本部会議の主な議題＞ 

避難所の開設状況、クリーンセンター煙突被害とゴミ対応、上水

道の復旧見込み・応急給水、ガスの被害・復旧見込み、夜、朝の

食事手配状況、ブルーシート配送、病院の状況、火災、救助の

状況、等 

＜三重県本部事務局運営マニュアルでの想定議事＞ 

体制の決定、被害状況報告、気象情報報告、道路、港湾の状況

報告、ライフライン、交通機関の状況説明、応援（緊急消防援助

隊、広域緊急援助隊、自衛隊、他自治体）の状況説明、防御活

動(消火、救助、医療等)の概要説明、当面の応急対策活動・方

針の決定、政府要望事項の調整、現地本部の開設状況、医療・

防疫対策の状況説明、災害救助法の適用状況、避難所の運営

状況、ボランティアの受け入れ状況、義援金等の募集状況、各部

局の応急措置の状況、公的施設の被災状況、等 

■地震から２カ月

後、巨大台風が接

近 

■１時間後、台風

への準備について

市長にレクをする 

今後、何が重要課題と予測さ

れるのか 

庁内の体制をどうすべきか 

関係機関にどのような連絡、

依頼をすべきか 

どのように情報発信すべきか 

内水氾濫、高潮被害、仮防潮堤、河川堤防の被害への備え 

警報、避難基準の厳格化（気象庁） 

孤立集落、土砂ダム対応。衛星携帯電話の事前配布。 

国土交通省テックフォースへの土砂災害監視への応援要請 

仮設住宅には防災無線がなく、避難情報伝達に工夫が必要。 

等 

 

 

５．おわりに 

本稿では、著者が担当した人と防災未来センターの研修コースで実施した演習の意図、内容を

整理したものである。これらはあくまで一つの試みであり、初めて実施した際には、時間不足で

実施できない部分があるなどの問題も発生した。 

このような演習や訓練は、各自治体やコンサルタントが独自に実施することが多く、防災関係

者でノウハウを共有する機会は多くない。本稿の事例が、今後、様々な場で自治体の防災担当職

員の演習等を実施する場合に参考になれば幸甚である。 

 

注 

(1)被災地の被害や対応の想定資料は、参考文献１）で紹介されているものをベースに作成した。 

(2)Crossroad(クロスロード)は、チームクロスロード（吉川肇子氏、矢守克也氏、網代剛氏）の制

作・著作であり、商標登録されている。 
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